
〒

日～

認証登録の有無及びその種類

2025 月

備
考

環境マネジメントシステムの

別添のとおり

月

　　有（認証名

計画書
自動車使用管理

計画期間 日2022 4 年 31

003-0030

札幌市生活環境の確保に関する条例に基づき、

事業所数

温室効果ガス排出量
（二酸化炭素

　換算排出量）

グループ会社内環境マネジメントシステム（ISO14001準拠）導入

台

289.9

その他

エネルギー起源CO2 メタン

t-CO2

年 31

環境保全行動

　　無）

t-CO2

事業所

（宛先）札幌市長

48 運輸に附帯するサービス業

kl

（代表者名）

策定しましたので、次のとおり提出します。

環 境 保 全 行 動

ＴＳネットワーク株式会社

従業員数

使用床面積

計 画 を
自 動 車 使 用 管 理

提出者

札幌支店　支店長　鈴木　一宏

札幌市白石区流通センター７丁目７番１号

自 動 車 使 用 管 理

8 日24

SF6

住　所

自動車使用台数 301

HFC

t-CO2

N2O

t-CO2

氏　名

条例第２３条（自動車使用管理計画） 　　第１項　　第２項

条例第１３条（環境保全行動計画）
提出根拠

t-CO2

  　第１項　　第３項

PFC

計画提出書

月2022

NF3

t-CO2

t-CO2

689

様式１

（法人にあっては、名称及び代表者の氏名）

事業の概要

原油換算した

燃料・熱・電気の合計量

267 人

9100.26

環 境 保 全 行 動

㎡
事
業
の
規
模

非エネルギー起源CO2

t-CO2

年



年 月 日 ～ 年 月 日142022

行動目標
数値

2025

２　行動目標

車両燃料使用量の削
減

都市ガス使用量

基準数値

ｔ-CO2 3 %

3

目標
削減率

%

単位

ｔ-CO2

2021年度実績

2021年度実績

2021年度実績293.8

126.1

%

ガソリン・軽油ｔ-CO2

3

%

285 ｔ-CO2

１　基本的な方針

電気使用量の削減

ガス使用量の削減

　　JTグループ環境行動計画に基づき部門および事業所毎に環境目的･目標を設定し、全事業所全社員
をあげて環境目的･目標の達成に取り組みます。また、環境目的･目標を定期的に見直し、必要に応じて
改善を行います。

%

目標数値

電力使用量

【計画期間】

基準数値の
設定根拠

252

数値 単位

122

削減項目

別添
環境保全行動計画書

自動車使用管理計画書

313

259.7 ｔ-CO2 ｔ-CO2

%

水色の枠内を記入（全３ページ）



ガ
ス
使
用
量
３
年
後

1
％
削
減

車
両
燃
料
使
用
量
３

年
後
3
％
削
減

構内の巡回点検

電
気
使
用
量
３
年
後

3
％
削
減

実施

電気自動車の導入 管理職 営業担当 実施予定 実施予定 実施予定

急発進・急加速・急加速等の回
数削減

管理職 営業担当 実施 実施

実施

実施

管理職

管理職

実施

実施

管理職

不要な空調を消す

空調の温度・時間設定の見直し

構内の巡回点検

実施

管理職 実施

実施

実施

管理職

実施

管理職

実施

実施実施

実施

実施

管理職

管理職 管理職

管理職

年度2024年度

実施

不要な照明を消す

不使用時のＰＣの電源を切る

実施

実施

管理職 実施

実施

実施

営業担当 実施

管理職

実施

実施

実施

実施

実施実施

行動計画 責任部課 2022

管理職

実行部課 年度

３　行動計画

行動
目標

2023

管理職効率的な配達方面の作成

プリンターによる出力帳票の削
減（プロジェクターの活用）

管理職

車両運行状況のチェック・指導 管理職

営業担当



独自に設置した環境マネジメントシステムを継続的に実施することで環境負荷低減に努めている。
年1回、全社員（パート社員含む）に対する環境教育を実施。
ＣＯ２排出量削減に向け以下の項目を中心に取組み実施している。
・電気使用量の削減
　(設定温度見直し・クールビズ・ウォームビズの推奨）
・ガス使用量の削減
　（空調設定温度の見直し）

４　環境保全に係る実施組織体制

５　その他（環境保全活動の取り組み等）

最高責任者
社長

環境管理統括責任者
常務

事業所環境管理責任者
札幌支店長

施設管理責任者
札幌支店次長

環境管理委員会
役員

総務部
EMS事務局
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